
大 阪 青 年 部 だ よ り 第 29号

令和 6年 3月 3日 (日 )、 大阪府堺市にある大仙公園 日本庭園の茶室にて、研修茶会を

開催しました。同園では昨年 6月 に花菖蒲茶会を担当しましたが、今回は〃との節句をテー
マに茶会を行いました。当日は好天に恵まれ、100名余 りのお客様をお迎えし、春らしい和

菓子とともに濃茶と薄茶を召し上がっていただきました。

これまでにも雛祭 りの時期に研修茶会を開催したことは何度かありましたが、ちょうど3

月 3日 に開催できたのは初めてのことでした。りとの節句にぴったりの珍しい菱形の二重棚
には、少女の顔のように見える陶漆の水指「乙女」と、お花畑をイメージした可愛らしい

棗が取 り合わされていました。これらはすべて川瑞近左家の方々の作品だということです。

今回の研修茶会は、発会以来長年にわたって青年部で活動された川端部長と金野副部長

にとって最後の研修茶会となりました。また、今年度でご卒業の会員の皆様もふるってご

参加・ご協力いただき、おかげさまで楽しく賑やかな茶会となりました。水屋をお手伝い

いただいた OBの皆様、遠方よりお越しいただいた皆様にも心より感謝申し上げます。
なお、当日の写真と会記は『茶道雑誌』2024年 5月号 (河原書店)に掲載されました。

大仙公園 日本庭園 茶室 お茶席の様子

青年部役員とお手伝いいただいた青年部会員の皆様
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菱形の二重棚
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令和 6年 3月 9日 (■ )、 表千家京都青年部の皆さまからのお誘いにより、京都東山南禅

寺界隈に構える旧山縣有朋別邸、無郷奄の見学会に参加させていただきました。京都青年

部から25名、大阪青年部からは11名、計 36名の大勢でしたので 2班に分かれて無邦奄及

び庭園の見学、京都青年部の皆さまからのお呈茶を交代で楽しませていただきました。

明治大正期に総理大臣を務めた山縣有朋によって造営された無郷奄は、山縣有朋の庭園

に対する美意識を強く反映して七代目小川治兵衛によって作庭され、今では国の名勝に指

定されています。庭園の借景である東山を借景と呼ばず主山と呼ぶ、苔の庭園は好まない

から柴を敷いたなど当時のこだわりを教えて頂きました。また、日露戦争開戦前に外交に

ついて話し合ったという無郷奄会議が行われた洋館 2階部分も公開されており、貴重な体

験をさせて頂きました。

呈茶は無郷奄庭園内に備えられた茶室ではなく母屋の三階で振舞われ、そちらも普段は

入ることのできない空間だそうで、無邦奄庭園を上から一望しながらお抹茶一服頂戴し、

京都青年会の皆さまと親睦を深めました。二月ではあるものの寒い一日でしたので、雪の

ちらつく庭園を散策、お抹茶頂きながら眺望するなど情緒に浴れた見学会でした。

昼食会は無涛[奄から白川沿いをぞろぞろと三条まで行進して、「ぎをん森幸Jさ んへ、広

東料理の中華膳を頂戴しました。大阪組京都組まぜこぜに席に着き、木村英輝氏の巨大で

サイケデジックな孔雀の壁画に囲まれながら思い思いに歓談喫飯し、頃合いをみてお開き

となりました。話のなかで、お菓子作りの活動や出汁の取り方の勉強会をするなど聞こえ

てきて、京都青年部の方々は体験型の活動を多くされておられる印象を受けました。今回

参加したイベントは楽しい一日でありながら、他支部の活動と直に接せられる良い機会に

もなりました。

行事の様子
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令和 6年 (2024)初 夏、5月 25日 (土 )、 堺市にある大仙公園日本庭園にて花菖蒲
茶会を開催いたしました。今年は日本庭園入り口付近の体憩舎にて野点席を設け、お天気

にも恵まれ爽やかな晴天の下執り行うことができました。野点席では、長火鉢を立札卓に

見立てお点前を行いました。花菖蒲におきましては近年に見る不安定な天候条件により、

残念ながらまだ見ごろな状態ではありませんでした。お菓子は「紫陽花」を模した練り切

り、銘「夏の兆し」をお出しさせていただきました。

今回の花菖蒲茶会にてお客様に爽やかなお天気の下、夏の兆しを野点を通して少しでも感

じていただけましたら、大阪青年部として幸いでございます。また、今回の花菖蒲茶会で

は小さなお子様をお連れのお客様にもご参力Ⅱいただきました。年齢問わずお茶とお菓子を

お楽しみいただき、青年部員、お客様共々、晴天の下、楽しく和やかなひと時となりまし

た。なお、当日の写真と会記は『茶道雑誌』2024年 9月 号 (河原書店)に掲載されました。

野点席の様子 お菓子「夏の兆し」  参加した役員の集合写真
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令和 6年 (2024)冬 、 12月 15日 (日 )、 大阪美術倶楽部にて表千家大阪青年部総
会を開催いたしました。今年度、徳田朋恵氏が役員に就任し、加えて青年部役員の体制が

新しくなりました。新たなスタートを迎えることから役員一同、気が引き締まる総会とな

りました。

新役員体制 (敬称略)

役 職

部長

副部長

副部長

会計

監査

広報

幹事

幹事

幹事

幹事

氏 名

早川 華代

】ヒ,H正登

山本 泉

横山 愛美

藤田 泰彦

植村 和功

田中 千裕

小谷 直美

白井 理恵

徳田 朋恵

また和室にて呈茶席を設けさせていいただき、お越しいただいた皆様に略点前によるお

もてなしをさせていただきました。呈茶席においては本年より青年部役員の体制が新しく

なったことを踏まえ、副部長の北川正登氏のご助力のもと、新たな船出をテーマにお席を

ご用意させていただきました。

略点前のお道具
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講演会 (漆と蒔絵)では表千家大阪青年部の OBで塗師の川端宏房氏を講師としてお招
きさせていただきました。講演会では漆や漆器の制作方法、漆を塗る様々な技法などにつ

いてディスプレイでの画像を用いてご説明いただきました。また講演会会場では川端宏房

氏が制作された漆器などの作品を展示させていただきました。参加いただきましたお客様

におかれましては、数々の展示物と川端宏房氏のユーモア溢れる講演により、楽しい時間

をお過ごしいただけたと思います。

今回の総会・講演会を通して新しい役員体制のもと、茶道に関わる活動、および茶道に

関わる事物について学ぶ機会を、今後も楽しく継続 。維持できるよう努めたいと感じてお

ります。

展示のお道具 1
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秋も深まる11月 23日 (上 。祝)、 大阪美術倶楽部にて、大阪支部創立七十周年記念茶

会が開催され、大阪青年部からは3名出席いたしました。最初にお菓子席へ行き、その後、

濃茶席に入りました。掛物は中国の元時代の禅僧・月江正印のイ局で、鴻池支部長より席中

詳しいご説明がありました。さらに会記には別紙があり、原文だけでなく訓読や語釈、現

代語訳まで記載されていて、高校生や青年部世代の参加者にも分かりやすいものでした。

続いて薄茶席では、秋らしい菊をあしらった様々なお道具に目を奪われました。お干菓

子の清香殿 (藤丸製)は、5年前に太宰府で開催された第 1回青年部研修会を思い出す懐か

しい味でした。展観席では表千家 9代了々斎の茶道具が一堂に展示されていました。その

隣のお部屋には物故会員の祭壇が設えられていたのでお参りしました。

そして、リーガロイヤルホテル大阪「桐の間」で記念式典と祝宴が行われ、お家元宗匠

もご挨拶されました。このような特別なお茶会が可能になるのは、日々の一服のお茶の積

み重ねがあるからだというお話がとても心に残りました。弦楽四重奏の生演奏が始まり、

食事中は終始和やかな雰囲気でした。これまでに青年部の活動でお世話になった方や青年

部 OB・ OGの方々にも久しぶりにお会いでき、楽しい時間を過ごすことができました。こ

の度は参加させていただきありがとうございました。(田中千裕・山本泉 。早川華代 記)

早川華代

この度、大阪青年部の部長を拝命いたしました早川華代と申します。暗雲が漂っていた

コロナ禍を経て、いよいよ大阪 。関西万博の年となりました。お茶の活動も再び機運が高

まってきたように感じられるこの頃です。

日本の美しい四季を最大限に活かすことができる茶の湯は、日本の文化を継承していく

ための手段としてとても優れています。ところが、飲んだり食べたりといった記憶は日毎

に薄れていくため、お茶会は楽しむことが目的で、それ以上の大きな意味があるとは考え

ていませんでした。しかし、その繰り返しによって次の世代に色々な技術や文化が伝えら

れていくのだとだんだん分かつてきました。定期的にお茶会を開催することも、お茶会に

参加することも非常に意義のあることと今では感じております。

茶の湯を通して若い世代の交流の場を設けることが青年部の役割です。2年後に、創立

20周年を迎えるにあたってもう一度原点に立ち返り、会員相互の交流の機会を大切にしな

がら、一つ一つの行事を精一杯務め、青年部の発展のために尽力してまいります。ご指導

ご鞭撻のほど宜″くお願い申し上げます。
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川端宏房

この度 45歳を過ぎましたのでそろそろ卒業の頃となりました。平成 16年から令和 6
年にかけて 18年間青年部の役員で活動させていただきました。最後に大阪美術倶楽部に
て「漆と蒔絵」の講演をさせていただきました。漆に興味のある方が大勢ご来場いただき

まして嬉しく思いありがとうございました。

青年部発足前の準備委員会から長い期間青年部役員として活動させていただき、最後の

6年間は部長を務めさせていただきました。青年部の活動で幸運なことがあります。

お茶会の当日はすべて好天になりました。お茶会で制作した作品をたくさん発表すること

ができました。役員活動で人に恵まれ、たくさん行事を開催することができました。

他府県の方とも仲良くなり、和歌山 千葉 静岡県の青年部で講演させていただきました。

一方、不幸なこともありました。大地震や台風 大雨 新型コロナウイルス蔓延などいろい

ろな災害がありました。温暖化傾向にあり子供の数が減ってきている時代になりました。

来年は大阪青年部 20周年になります。部長は早サ||さ んに交代します。何か協力できたら
よいなと思います。

ご卒業された役員をご紹介いたします。表千家大阪青年部において、長きに渡る活動に

ご尽力いただき、心より厚 く御礼申し上げます。今後のご活躍をお祈り申し上げます。

卒業役員 (順不同)

川端宏房 様  金野加奈 様  多田効子 様

『花菖蒲茶会』   開催日 :令和 7年 6月 8日 (日 )
改めてご案内いたします。

場所 :大仙公園 日本庭園

大阪青年部だより 第 29号

発行所 表千家大阪青年部
〒541‐ 0044 大阪市中央区伏見町 3‐ 2‐ 12 春海ビル 4F

表千家同門会大阪支部内

TEL&FAX 06… 6228‐ 0248

1 ホームベージ http:〃 osakaseinenbu‐ omote.net/
令和 7(2025)年 5月 1日  発行
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